
























































































































































少女ソランジュの母マリー [Marie] は、聖母マリア [Marie] と同じ名前である。「村一番の美女」とさ
れる彼女が「女神」であり、その母であるジョゼフィーヌの役割が聖母マリアに重ねられている。同時


































１ Stephens, 2007, p.130.
２ Saetre, 1952.
３ ミレット , 1985.
４ こうした解釈の代表的なものは、ジョルジュ・バタイユの『文学と悪』における「ジュネ論」である。卑俗に徹することは、
その「厳密さ」が決意という点で至上善への決意と結びついているため、神聖であるというものである。Bataille, 1979.
５ Genet, 1948=1976, pp.171-172.
６ Genet, 1948=1976, p.158.
７ 松田，2009.
８ Genet, 1948=1976, p.192.「無原罪のお宿り」への言及は作品中で 2 箇所ある。上述のものに加え、裁判でノートルダ
ムが入廷したときに、その場にいた人々にはみな「われは『無原罪のお宿りなり』」という後光が見えたという場面で
ある。Genet, 1948=1976, p.323.
９ Genet, 1948=1976, p.111.
10 Genet, 1948=1976, p.364.
11 Genet, 1948=1976, p.343.
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